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ア サ リの水 中懸垂飼育については古川 ・久 岡1)によ り詳細 な報告が 発表 され,ま たそのビタ ミンB12含 量

については相良 ・簗瀬2)に より報告され た。筆者は さきに3)海 中に懸垂飼育 したアサ リの生殖巣の発育につい

て簡単 に報告 したが,今 回更 に長期の飼育実験を行いその生殖巣の発育に及 ぼす影響 について観察 したので,

ここに前報に挙げた実験結果 と併せて報告する。

尚御助力を賜わ った長崎大学水産学部飯塚 昭二氏 ・並び に梶原武氏 に対 し感謝の意を表する。
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第2表垂下飼育個体の肇死率：実験第1，

飼　育　期　間 肇　　死　　率
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註　！56－VI一ユ2　飼育開始

第5表　垂下飼育個体の蝿死率：実験第2

飼　育　期　間 蝿　　死　　率
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註：ノ56－VI－25飼育開始

第4表垂下飼育個体の肇死率：実験第3

飼　育　期　間 弊　　死　　率
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ぎ，消化盲嚢を含む内臓嚢の1横断面全面のみを

使用し，これで充分に生殖巣の全体の状態を推知

することを得た。

　飼育中，付着動物はかなり多く，籠の内部及び

外部に着生して生長し，また貝にも多くの付着を

見て生長の阻害をなすものと思われたが，長期間

飼育した個体中ほとんど付着動物が認められず底

棲の天然個体と異ならぬ殻表面の状態のものも若

干あった。付着種のうちカナネカンザシが最も多

くフサコケムシがこれに次ぎ籠の外面にはホヤ

類，カイメン類等が付着したが，フジツボは比較

的少数であった。飼育期間中の蛯死率は第2～4

表に示す。

　次に切片標本の観察による各個体の発育段階の

表現はアコヤガイにおける立石・安達4）の分類を

一部変更したのみで準用したもので，前報3）に記

したものと同様である。　即わち，1．濾胞期

（Follicula「stage）2．生長期（Growth　stage＞

3．成熱期（Mature　stage）　4．放出期（Spawn・

ing　stage）5．放出終了期（Spent　stage）の

5期に分けた。

結果及び考察
　前記発育設階に従って3回の実験の垂下飼育臨

体及び天然個体の検鏡結果をまとめたものが第5

表及び第6表である。（第i回と第2回の実験で

はほとんど同じ時期に同じ方法でしかもほとんど

相接して垂下したので第5表の如く両者を合わせ

て考察した）

註：ノ57－vr－i4飼育開始

　　　　　es　5衷　生殖巣熟 度：実験第1及び第2

標本採取年月日
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註：＊一印はノ56－VI一’！2飼育開始，他は，66一「旺一25飼育開始，表中数字は三体数
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第6表　生殖・巣熟度．実験第3
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註：’57－VI－14飼育開始，表中数字は個体数

　垂下個体の切片標本における生殖巣の組織像では天然個体のそれと質的に異なるところは認められなかっ

だ。但し第2回実験でユ2月末迄飼育した個体中，全生殖濾胞の卵母細胞のほとんど全部に著しい吸収，分解

像が認められた個体があり，寸寸3）では飼育の影響による病的な変性と見て，これによる丁丁の可能性も考慮

したのであるが，その後の観察及び第3回の実験の結果からすると，これらの個体の状態はむしろ正常な然

し特殊な条件下の反応，即わち籠中に極く少数の個体のみが長期問生活しており（♂2，♀8），しかも水温が

低いために産卵刺激が与えられぬ結果多量の残存生殖細胞が放出され得ないで分解吸収されるに到ったと見

た方がよいようである。

　このように垂下個体の生殖巣に質的な異常は認められなかったのであるが，発育段階の時期的変化におい

ては天然個体と明らかに異なる結果を示した。

　先ず第1に，’56’》’58年の2回の7，月及び3回の8，月には垂下個体はほとんどが成熟期及び放出期の状態で

あって極めて多数の卵又は精子を保有している。ちょうど天然の場合の9，ユq月のような状態にあり，内臓



佐世保湾 内で ビニール被覆金網籠 中に収 容し 海中に垂下飼育 した アサ リの生殖巣 を組織切片 によ り観察 し

た,3回 の垂下実験の結果 を総合す ると 生殖巣は正常 に発育 し,

1.天 然個体では夏季 に生殖巣の休 止期が あ り,7月,8月 には成熟生殖細胞を有す ることが少ないが,

同時期 の垂下個体 では多量の生殖細胞 を有 してい る。

2.天 然で は6月 には生殖巣が休止状態にあ る個体が多いが,こ れを垂 下して飼育す ると急速 な生殖細胞

の生長が起 る。

3.冬 季には垂下 個体の生殖巣 も完全 に休止状態 となる。

4 .然 し夏季には多 くの個体が休止期 を経ぬ可能性が大きい。

5 .天 然個体に比 べて各個体が より多量 の産卵 をなす と考 え られ る。
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